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No.１１９２   ２０１２年１０月２８日発行  

教育民生常任委員会の視察報告 
松本敏子 

日本共産党議員団の法律相談 

次回は１１月１０日（土）です。 

午後１時から  （要予約） 

秋田市の「学力向上の取り組み」 

小学６年生、中学３年生を対象とした

「全国学力テスト」で、秋田県は毎年上位

を維持しており、今回、どのような教育を

しているのか伺ってきました。 

秋田市では、学習指導要領の改訂があっ

た時、「このままでは子どもたちの学力は

どうなってしまうのか」という強い危機感

を持ち、教科研究団体が中心となって、平

成６年から独自の学力テストを作って追

跡してきたと言います。 

小学校には、指導主事が２～３人で各学

校を教科ごとに回る。 

中学校は９教科+α（総合 or 道徳）など

に１０人の指導主事が回る。 

高校には、県教委と市教委の主事が訪問

し教科指導を行っているとのこと。 

毎年上位を確保しているとはいえ、秋田

県内には過疎の地域も多く、塾に通ってい

る生徒は小学校で２０％、中学校で３０％

であり、家庭学習の習慣が何より重要であ

るといいます。宿題は家庭学習ではない、

自分の好きな科目でいいから毎日やる。小

学校では８４％、中学校では７４％が実施

しているとのこと。しかし、教師はそれ以

外の生徒をどう指導していくかに懸命に

なっているとの報告がありました。 

「小学校は１～４年生まで、中学校も１

年生は３５人学級にしている」と伺い、県

が率先して教育に力を入れている実態が

浮き彫りになりました。 

そうした環境の中では、ＴＴの加配でな

くても教頭が算数を教えに入ったり、中学

では空いている教師が入ったりと、さらに

先生たちの心のゆとりが効を奏している

ことを実感しました。 

 
 

八戸市の「地域密着型教育推進事業」 

八戸市でも、①社会環境の変化・経済

環境の変化  ②家庭環境の変化（核家

族化、ひとり親家庭など） ③地域社会

の変化（大人が関わってくれない環境）

のなかで、いじめ、不登校、非行、不審

者など多くの問題が出てきていました。

そこで、学校、家庭、地域社会三者の連 

れ、責任の共有化にもつながっていく。習字

などは地域のボランティアが先生と一緒に

指導する。文化祭などは、保護者が自分の子

供の活躍をじっくり見られるようにＯＢが

行事を手伝う。生徒がハイキングに行く時

は、保護者やＯＢが炊き出しをし、地域に居

る看護師がハイキングに付き添う。 

ボランティアのアイデアで、暗かった本の

陳列棚に蛍光灯が付いた。草取り・窓ふきの

仕事から、廊下のピータイル貼りまでするよ

うになった、など、忙しい職員にできない外

からの視点で活動してくれているとの報告

でした。 

◎コーディネーターの活用 

年３回研修を受けたコーディネーターが、

地域学校連携協議会委員への連絡や案内、印

刷、発送、会議録の作成、保険の手続き、ボ

ランティアの調整、地域への連絡などを担っ

ています。 

 

初めは 

＊保護者が学校に入ることで、 

教師批判になることがある。 

との問題もありましたが、 

４年が経過するなかで 

＊不登校が減った。 

＊本音で先生たちと話し合えるようになっ

た。 

＊今まで学校には悪いことしか耳に入って

こなかったが、良いことも入ってくるように

なった。 

＊学校にくる「人」が多くなったことで生徒

指導面の問題が減少し、教師の授業力が向上

した。 

という感想が出ていました。 

課題も・・ 

＊ボランティアが増えずに、同じ人が行なう

ことが多い。 

＊まだまだこの事業に対する理解が不十分

である。とのことでした。 

 

携・協力の仕組みづくりを進め、多くの

「人」が生徒一人一人に関わっていく

「地域密着型」の教育に取り組んでいま

す。 

◎ボランティアをどんどん受け入れ、信

頼関係が出来ると、学校を応援する意識

が生まれてくると言います。家庭から、

学校から、地域から情報の共有が図ら 

 教育民生常任委員会委員で

は１０月１６・１７日の２日間で

行政視察に行ってきました。 

青森県八戸市では「地域密

着型教育推進事業について」、

秋田県秋田市では「学力向上

の取り組みについて」をテーマ

にそれぞれの教育委員会から

お話を伺ってきました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

         

 

    

   

   

    

 

 

      

      

       

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

 

 

県内自治体の扶助費の状況を比べてみましょう 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

扶助費の推移                      単位：千円 
 

  ２００７年度 構成比 ２００８年度 構成比 ２００９年度 構成比 ２０１０年度 構成比 ２０１１年度 構成比 

平塚市 12,570,716 16.7% 13,071,855 18.0% 14,291,884 18.0% 18,781,764 24.6% 19,849,057 26.6% 

横浜市 229,698,679 17.2% 240,482,944 17.7% 259,400,789 17.1% 324,356,252 23.5% 未発表 
 

川崎市 90,548,756 17.5% 93,550,081 16.3% 102,912,832 17.9% 129,125,282 21.5% 未発表 
 

相模原市 33,745,972 17.1% 36,534,929 18.4% 40,609,814 18.5% 55,116,211 24.3% 未発表 
 

横須賀市 20,648,012 16.1% 21,390,158 16.7% 23,373,969 16.9% 28,798,362 21.3% 30,305,665 22.0% 

鎌倉市 6,288,737 11.5% 6,630,345 12.1% 6,719,967 11.8% 9,520,120 16.0% 10,225,734 18.4% 

藤沢市 18,218,635 15.3% 19,123,166 15.8% 21,170,286 16.7% 28,154,556 22.6% 30,571,211 24.8% 

小田原市 10,370,787 17.8% 10,708,191 19.1% 11,434,013 18.9% 14,291,831 24.6% 15,214,613 25.8% 

茅ヶ崎市 8,816,185 15.9% 9,194,979 15.9% 10,388,853 16.9% 14,157,206 22.8% 14,853,271 23.6% 

逗子市 2,097,081 13.1% 2,195,604 13.4% 2,300,969 13.1% 3,274,423 18.9% 3,407,585 20.0% 

三浦市 2,026,275 11.9% 2,091,474 12.3% 2,281,182 11.9% 2,885,036 10.7% 3,143,886 20.5% 

秦野市 7,764,939 19.6% 7,976,676 19.8% 8,308,970 19.5% 10,584,436 24.7% 11,250,836 26.2% 

厚木市 11,410,980 16.2% 11,835,029 15.5% 12,500,044 15.4% 16,514,226 21.2% 17,357,247 22.7% 

大和市 9,613,102 16.1% 10,193,975 17.5% 11,747,246 18.6% 16,235,918 24.8% 17,528,706 28.0% 

伊勢原市 3,950,872 13.4% 4,044,895 14.3% 4,402,867 15.1% 6,078,757 20.8% 6,533,778 23.1% 

海老名市 4,620,699 13.5% 4,984,284 14.5% 5,596,313 15.2% 7,735,432 21.4% 8,363,520 21.7% 

座間市 6,278,996 20.9% 6,694,758 21.7% 7,560,491 22.1% 9,649,645 27.9% 10,288,773 28.6% 

南足柄市 1,826,550 11.5% 1,920,453 12.7% 2,088,642 12.8% 2,672,438 17.6% 2,845,344 20.0% 

綾瀬市 3,326,922 14.0% 3,530,524 14.3% 3,989,794 15.1% 5,297,519 20.2% 5,673,831 20.8% 

決算カードによる 
 

 

 

私たちのまちは、本当に福祉

に力を入れているまちなのか。

市民にとって大変関心の高いと

ころです。民生費にどれだけお

金をかけているか、グラフにし

てみました。教育費の減少は、

耐震補強工事の関係によるも

のが主な原因です。 

目的別歳出(決算額） 単位：千円 

  2007 2008 2009 2010 2011 

年 H19 H20 H21 H22 H23 

民生費 21,758,247 24,016,419 26,243,542 30,135,739 30,712,774 

衛生費 9,002,122 6,438,755 5,888,653 6,137,345 7,291,078 

土木費 12,949,787 11,570,371 12,365,609 10,282,410 9,760,742 

教育費 7,076,317 7,517,580 7,946,658 8,009,354 6,857,419 

歳出総計 75,049,733 72,821,999 79,251,267 76,493,563 74,770,969 

 

またまた増税ラッシュが・・ 
震災復興増税が、昨年１１月末に国会で可決されま

した。所得税からは、２０１３年１月から２５年間所得税

額の２．１％を上乗せする、法人税からは、２０１２年４

月から３年間課税、しかも法人税率を現行の３０％から

２５．５％に引き下げ（中小法人の軽減税率も１８％か

ら１５％に引き下げ）た上で、税率の１０％を上積みす

るというものです。 個人住民税についても、年５００円

を１０年間引き上げることができることになりました。し

かし、県も５００円引き上げるため合計１０００円になり

ます。 

財務省の試算では、所得税の増税額は、夫と専業

主婦、子ども２人の４人家族で年収５００万円なら１６０

０円になる。それに一定の収入がある人の個人住民税

は一律１０００円上乗せで、合計２６００円の増税になる

としています。 １０年、２５年間と言ったら恒久増税と

同じです。 

ところが、増税はこれだけではありません。 毎年国民

年金・厚生年金保険料は上がり、２０１４年には消費税

が８％に、２０１５年には消費税が１０％に・・。 

 


